
令和4年１月～令和4年11月度迄の累計犯罪件数 
地区 自転車盗 車上狙い 空き巣 引ったくり 粗暴犯 詐欺
桜丘 一丁目 3 0 0 0 0 0
桜丘 二丁目 10 0 0 0 0 1
桜丘 三丁目 12 0 0 0 0 1
桜丘 四丁目 3 1 0 0 0 3
桜丘 五丁目 7 0 0 0 1 2
船橋 一丁目 26 0 0 0 1 4
船橋 三丁目 2 0 0 0 0 0
船橋 七丁目 6 0 0 0 0 1
経堂 一丁目 20 0 0 0 1 4
経堂 二丁目 14 0 0 0 1 2
経堂 四丁目 8 1 0 0 0 1
経堂 五丁目 7 1 0 0 2 1
砧　 二丁目 5 0 0 0 1 0
桜 二丁目 9 0 0 0 0 0
上用賀 四丁目 5 0 0 0 0 0
　　　　　　　　　　◆　詐欺欄の数字は「オレオレ詐欺」を含む詐欺全般の数字

 

★ 各 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

　■　　　　　　　恒例の2022年11月19日実施しました　古着・古布の回収量実績のお知らせ

恒例として年２回(5月，１１月)実施していまして、毎回多くの方々のご協力を戴いています。

　　　　　       桜丘小学校前3.31t  笹原小学校前2.22t   宇山神社前1.76t 　合計7.29t

＜お知らせ＞

今回の回収実績は下記の通りです。

　
　　　　　　今回も好天に恵まれまして多くの皆さんから提供いただきました。　感謝いたします。
　　　　　　次回は来年の5月、第３土曜日の20日を予定しています。

　　　　　　　今後ともご協力の程お願いいたします。
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会員のみなさん、こんにちは。お元気ですか。

今年の会報も本会報が最終となりました。コロナウイルス禍、パトロールの活動がそれなりに制限

された事と存じますが、一年間パトルール活動をして戴きまして有り難う御座いました。お疲れさまでした。

来年度も宜しくお願い致します。

わんパト会員の家族の皆様方におかれましては、どうぞ良いお年をお迎えください。

今回の「我が家の愛犬」の投稿は、私、久保田が投稿させていただきます。

私事になりますが我が家の愛犬は高齢ですが、なんとか夏場を乗り越えることが出来ました。

投稿原稿は保護された記念日として２か月前に雑記として残していた書面です。

お暇な折に覗いてください。

＜わんパト隊長からの一言＞



10 月 4 日は記念日。愛犬 Ron が捨て犬として保護された日です。Part3  

同じ表題で 2020、2021、そして今年の 2022 年で３回目の雑記となります。      

Part1 は「Ron のホームページ」に記載してあります。 

昨年の 10 月４日の雑記、part2 からの一年間、Ron に変化があったか無かったか、今年も雑

記として書き残しておきます。                               

先ずは健康状態・体調等ですが、立ち居振る舞い等から益々高齢になったなという印象を強

く感じています。従来は一日に朝食と夕食の２食でしたが 

最近は、朝食は殆ど食べる事はありません。午後の３時半頃から夕方の６時頃にかけて数回

に分けて一日分の食事をとるようになりました。 

一日の食事の量は若い時の 7～8 分目位だと思われます。 

 

朝夕にパトロールをする事があれほど好きでしたが、最近は好んでパトロールに出かける

と言うよりは仕方なしに用足しに出掛けると言った状況です。 

高齢になり、寝る時間は長くなり歩く動作は鈍くはなりましたが、どっこい、Ron の性格は

変わっていません。パトロール中に友達に出会えば接待部長の本領を発揮して、お友達の飼

い主さんも巻き込んで楽しい出会いの場を盛り立てています。 

 

Ron は多くの方々に可愛がって戴いています。 

ある方が申していました。「Ron ちゃんの名前は誰でも知っているけれど、Ron ちゃんのお

父さんの名前は知らないので、Ron ちゃんのお父さんと言われていますよ」と。 

パトロール中に自転車に乗っている方と出会うと、Ron の知り合いの方々は自転車から降

りて Ron にタッチしてくれる人が多数おられます。 

Ron の性格の良さを大勢の方々に認められているようです。 

「与えよ、さらば与えられん。」聖書の中の言葉との事ですが、 

Ron は信者・信犬ではありませんが自然体で自ずと実践しているようです。 

 

今後の Ron ですが、数か月前に肝疾患という診断を受けました。 

お医者さんの意見としては「高齢ですし、いろいろと具合が悪くなることは仕方がない事で

はありますが」と話されていました。 

正確な生年月日は判っていませんが、15～16 歳と推定しています。 

シーズー犬としての平均寿命は既にクリアーいていると考えられます。 

現在、肝疾患に対応する薬を 3 種類投与しています。 

痛いとか苦しいとかの症状を見かける事はありませんので今のところは安堵しています。 

前回通院した際に戴いた薬の量は 42 日分、次回の通院日は 10 月 6 日の午前 10 時で予約を

取っています。 



出来る限りに無理をしないで好きなものを食べさせて体調管理に努めていきます。 

 

高齢になって顕著になったのは用足しです。 

用足しは朝夕のパトロール時に一日２回、外で全て済ませていましたが、高齢には勝てませ

ん。午後３時頃とか、夜明け前に用足しを時々するようになりました。 

Ron にしてみたら用足しは外でするものと考えていた筈です。しかしながら、 

用足しをしたくてたまらなくなった最初、家の中の何処で用足しをすべきなのか瞬時に考

えたのは玄関口の「たたき」だったようです。タイル貼りだし迷惑はあまりかけないだろう

と考え付いたと思われます。寝床でもリビングでも迷惑をかけると思ったに違いありませ

ん。現在は「たたき」にシートを３枚ひいて、何時でも用足しが出来る様にしています。 

寝室から「たたき」の場所に行くとしたら、２つのドアが開いていないといけません。 

Ron の為に常に Ron が「たたき」に行ける様に、夜中でも Ron が通れる範囲で２つのドア

を開けています。 

 

最近、寝る時には誰かと一緒でないと寝室に行くことはありませんでしたが、Ron だけでも

寝室に行くようになりました。 

寝床の敷布団は Ron ママと共有、枕をくっつけて、二つ並べて左側が Ron、右側が Ron マ

マと決まっています。 

単独で Ron が先に寝ている時は、左側の枕に頭を乗せて寝入っていますが、たまに Ron マ

マの枕と Ron の枕がくっついて、つながっている位置に頭を乗せている事があります。多

分、Ron は意識して Ron ママに俺はここにいるよとアピールしているものと思われます。

寂しがり屋の性格が隠れ見えています。 

時々ですが、夜中に Ron ママの敷布団から抜け出して、Ron パパの掛布団の上の足元で寝

入っている事があります。家族の絆を思っての行為と思われます。しかしながら Ron パパ

の枕元で一緒に寝る事はありません。それなりに自分の立ち位置を理解しているようです。 

お腹が空いたからご飯をくださいと催促するのは何時も Ron ママにしています。 

ご飯を用意して与えているのは何時も Ron パパだと知っている筈ですが、 

Ron パパに訴える事は一切ありません。 

パトロールに行く際も玄関までは Ron パパの前に出る事はありません。後ろに確りとつい

ています。誰が boss なのかを認識しているようです。 

 

捨て犬だった Ron。保護された好意を受け、保護された後、譲渡するにあたって仲介をして

戴いた好意も重なり、おかげ様で我が家に Ron が現在存在しています。 

家族思いの絆を大切にする Ron、立ち位置を知っている Ron が我が家に居ます。 

捨て犬として保護された 2016 年 10 月４日から今年で６年が経過しました。 

我が家での生活は５年 4 ケ月、Ron は幸せであったと感じてくれているのだろうか。  



残された余生、家族の一員として楽しく過ごしてほしいです。 

来年の 10 月４日も part4 として雑記を記すことが出来ますように元気でいて欲しいと願

っています。 

 

ある機関紙から依頼を受けて短歌を投稿しました。 

  保護犬の譲り受けて７年目終の住処で共に年取る  

 

Ron、年を重ねても家族思いの優しい性格は変わっていません。 

今日も Ron ママは夕飯の食材の買い出しに外に出ています。 

何時もの事、Ron はリビングのドアの前に座って Ron ママの帰りの足音を逃すまいと耳

を澄まして待っています。 

 

                     

                      202２．1０．4 記 (文責)久保田靜廣 

 

最近はキャリーカーに乗ってパトロールしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パトロールから帰ってきますと、キャリーカーから降りて前庭を見回っています。 


